
  

 

 

 

 

・年齢に応じた様々な題材を使って、親子で一緒に遊ぶ楽しさや友だちと触れ合うことの大切さ

を伝えていく。 

・同じ年齢の子どもを持つ保護者同士が情報交換をしたり、親子で友だち作りができる場になる

ように親同士をつなげていく。 

・地域の幼稚園、保育園に入園前の子どもと親の参加できる場を提供する。 

・妊婦期から地域の情報を得てつながることができる場を提供する。 

 

 

 

 

 

 

事業名称 ちびっこランドオー（１歳未満児と保護者、プレママ、プレパパ） 

ちびっこランドワン（１歳児と保護者） 

ちびっこランドニャン・３・シー（２．３．４歳児とその親） 

 

実施場所 桜堤児童館 ホール 

＊実施に必要な備品は購入。児童館内で保管し使用 

 

実施頻度 各年齢ごと（オー、ワン、ニャン）月１回（第１、第２、第３金曜日）  

１０時３０分～１１時３０分 

 

職員体制、事業の実施方法 

ちびっこらんどオー 委託（元保育園職員）で実施。（２名）職員１名準備、手伝いなどに入る。 

ちびっこランドワン 直営で実施。職員（３名）→常勤職員 

ちびっこランドニャン・３・シー 委託（天野式リトミック講師）で実施。（２名）職員１名準

備、手伝いなどに入る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の背景・目的 

武蔵野市   

 

 

（担当：子ども家庭部児童青少年課 桜堤児童館） 

親子で楽しめる年齢別遊び 

事業の概要 



  

 

 

   

 
 

   

ちびっこランドオー 

＊じゅうたんをひき、輪になって座ってもらいわらべ歌や手遊びを行う。その後みんなで子育て

に関する相談や悩みなどを話していく。（通常は当日参加。→新型コロナウイルス感染症対策の

ため、令和3年１０月現在予約制１５組） 

ちびっこランドワン 

＊子どもたちが体を動かして遊べるように巧技台などを用意している。（通常は当日参加。→新

型コロナウイルス感染症対策のため、令和3年１０月現在予約制１５組） 

ちびっこランドニャン・３・シー 

＊ピアノに合わせて親子で身体を動かす。（予約制１５組） 

 

 

・その年齢に合わせて、事業を展開していくことで親子が楽しんで遊べる場になった。 

・保護者同士が繋がりを持てるよう、職員が間に入っていくことで仲良くなっていった。 

・保育園・幼稚園前の子どもや保護者の参加できる場を設けたことで、子ども同士の繋がりも 

できた。 

・何回か参加することで、子どもの成長を大人同士で共有することができ、話題も増えた。 

 

 

 

 

・年齢別の事業は毎年好評なので、今後も継続して行っていく。ただし諸事情により委託が困難

な場合になったら、職員が変わって事業をおこなう際の課題はある。→専門性のある事業（リト

ミック）をどのように行っていくか。など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫点・留意点 

事業の効果 

課題・今後の展開 

ちびっこ 

ランドオ－ 
ちびっこランドワン 


